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　高等 教育に お い て ， 地 学 の 分野 ， と くに

地 質 ・地 球科 学の 分野で は ， 野外 で の 観察

が 重視 され て きた。こ の 認 識は 古 くか ら共

有 され て お り ，　 「巡検」 として 現在 も活発

に実施 されて い る。

一
方 ， 小 ・中学校で は ，

こ れ まで 主 に理 科 ・生 活科や総 合的な学習

の 時間にお い て野 外 観察は実施 され て き た
。

さ らに ， 近年 で は ， 他 の 科 目で も体験 的 な

学習 の 充実が 強調 され る よ うに な り，様 々

な場 面 で 野 外 観察 を含 め た 体験 学習 が企画

され る よ うに な っ て い る。それ に伴 い ，野

外観察 に お け る 教授 法 に加 え，そ の 意義 ・

実行上 の 諸 問題 に 関 し て ，活発 な議論 が な

され （例 えば ， 松川 ほ か ，1994 ； 松川 ・林，

2003； 松川 ・松川， 2005； 下野， 1998； 宮

下 ，1999な ど） ，とくに最近で は，地域 ボ

ラ ン テ ィ ア の 導入 が新 し く提案 され て い る

（松川 ・林，2003）。

　平成 17年 8月開催の 日本地学教育学会全国

大会 シ ン ポジ ウ ム （茨城大学） にお い て ，

野外観察会実施 を 阻害す る要因 が確認 され

た 。 そ こ で挙 げ られた の は ，主 に，教員の

知 識 ・経験 の 不 足 ， 準備 ・実施 の た め の 時

間や予 算 の 不 足 ，道路事情 の 悪化，露頭 の

減少 ， 各種バ ッ ク ア ッ プ体制 （学校 ・保護

者 の 理 解 ，
ス ク

ー
ル バ ス 等） の 不 十分 さ ，

な どで ある。

実際， 現場 の 小 ・中学校教員は ， 多様 な児

童 ・生徒お よび保護者 へ の 対応 ，事務 量 の

増加 ， 部活 動 へ の 対応 な ど多忙 を極 めて い

る。 その た め ， 野外実習授業の 準備 に あた

り，地域にお ける野外観察項 目の 洗い 出 し ・

事 前学習 ， 下見な どに あて られ る時 間は 限

られて い る 。 さらに ，教員 には 転勤 が と も

な うの で ， そ の た び ご とに ， 新 しい 観 察項

目を発 掘 ・深 化 する こ とに な る 。

一
方 で ，

よほ どの 観光 地や 国立公 園 ，ま た特別 に貴

重 な各種遺物 ・遺跡 で もない か ぎ り ，学区

内の 自然 ・歴 史 ・文 化 に つ い て の 解説が 出

版 ， また はホ
ーム ペ ージで公 開 され て い る

とい うこ とは 少 な い 。 し た が っ て ，多 くの

教員 はみ ずか らの 足 で観察項 目を探 さざる

を得な い
。

こ の 状況 を少 し で も改善す るた めに，近年，
モ バ イ ル 端末 とホ ーム ペ ージ を活用 し た 「教

員参 加 型 野 外観 察支援 シ ス テ ム 」 が 提 案 さ

れ て い る （伊藤ほ か ，2006）。本研 究 で は ，

地層 の 分野 に お ける本 シ ス テ ム の 充 実をは

か る こ とを 目的 に，1）水戸周 辺 に お ける堆

積物 か らな る 露 頭を探す，2）露頭 を観察 し，

柱状図を作成す る，3）観察結果を本シ ス テ

ム に登録する，4）学習 の 到達 目標 を さだめ，

巡 検 コ
ー

ス を設定する，等 をすす め て きた 。

当 日は，こ れ らの 検討結果 に っ い て ，報告

す る予 定で ある。
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